












































































か？ （聴講者） 2割 くらいでしょうか。（竹
森）よい数字ですね。もうおひと方はいかがで






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































きるようにも思うのですが， ロー スク ノーレ在学
中に「これはやっておいた方がよい」と思われ
るこ とはあるでしょ う泊、
竹森 これが正解ですという答えはなかなか
見つかりませんが，私は，弁護士になって以来
カウンセリングの技法を学びたいと思いながら，
いまだにできないで、います。それからもう一つ。
弁護士として活動する場合，それまでのどのよ
うな経験も役に立ちます。したがって，いろい
ろな経験を積まれた方がよいと思います。私の
経験というものは決して多く ありませんが，ま
た経験が直接役立つと言う ことはなくても，い
ろいろな経験をすることが人間の幅を広げるこ
とになる，人間力を高めることになると思いま
す。
0 さきほどの過払金に関する最高裁判決の
件です。あの判決が出るに際しては，ずいぶん
弁護士の先生方のご努力があったのだというこ
とをあらためて知りました。最高裁の考え方を
変えるには，やはり外部の力がないといけない
のでしょうか。
竹森 そうですね。私たち弁護士は法曹一元
を目指すといっておりますが，なかなかその途
は遠いと思います。日本の裁判官は，キャリア
制度になっていて，社会経験を積んだことのな
い人々がそのまま裁判官になっていくことの弊
害は， 昔から指摘されています。しかし，まだ
解決されていません。ひとつ補足しておきます
と，過払金返還に関する訴訟においては，大学
の先生方にいろいろな意見書を書いていただい
たことも大きな力になっています。
0 業務妨害のお話がありました。外国人の
不法滞在等について相談を受けられるような場
合もあるのではないかと思いますが，文化的背
景の異なる相談者について特に留意されること
はありますか。
竹森文化の違いはあります。日本人が問題
を起こした場合には素直に謝るようにアドバイ
スするこ とが多い。しかし，外国人の場合，明
白な証拠が出るまでは自らの行為を否定すると
いう文化もあります。したがって，今日外国人
に関係する事件が増加した状況下で，民事でも
刑事でもその文化の違いを常に念頭におく必要
はあると思います。
0 離婚事件においてもあるように思うので
すが，実際の事件では，一方では当事者が主張
する，あるいは確信する事実がある。しかし，
それは他方では証拠と一致しないような場合，
弁護活動ではどちらに比重がおかれるのでしょ
うか。
竹森真実に基づく判決が正義であるとすれ
ば，現実論として，正義は必ず勝つとはいえま
せん。民事訴訟では，弁論主義やそれに伴う事
実認定の仕方があります。裁判で認定された事
実は，証拠法則に基づくものであって，真実で
あるとは断定できないのです。証拠が重要です。
司会 時聞が尽きました。これで本日の講演
を終わります。竹森先生ありがとうございまし
fこ。
